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５ 医学部の収容定員変更の趣旨等を記載した書類 
 

ａ 収容定員変更の内容 

本学医学部医学科の入学定員を、平成２２年度から、現行の入学定員１２０人か

ら５人増加し、１２５人に変更する。これにより、収容定員を７２０人から７５０

人へ変更する。 

 

 ｂ 収容定員変更の必要性 

   山梨県は、人口１０万人当たりの従事医師数が全国平均２１１．７人（出典：厚

生労働省大臣官房統計情報部：平成１６年医師・歯科医師・薬剤師調査による）に

対し、１８６．８人と下回り、県都市部の甲府地区においては３１１．５人である

が、県郡部の東部地区においては９３．８人と県内での差が３．３倍となっている。

また、人口１０万人当たりの総医師数は、昭和６１年の１３８．７人から平成１６

年は１９３人と増加はしているが、全国平均を下回っている。さらに、１００平方

km 当たりの医師数も６０人未満と少なく、医師不足が特に深刻と認められる全国

１０県の中の１県とされたところである。 

   このことを踏まえ、本学は「新医師確保総合対策」に基づき、平成２０年度から

平成２９年度までの間、入学定員を従来の１００人から１１０人に増加することを、

また、「緊急医師確保対策」並びに「経済財政改革の基本方針 2008」に基づき、平

成２１年度から平成２９年度までの間(「経済財政改革の基本方針 2008」について

は無期限５名)、入学定員を従来の１１０人から１２０人に増加することを決定した。  

  しかし、平成１９年度において、山梨県内の医療機関に勤務する医師が減少し、

診療科を閉鎖する医療機関が相次ぎ、当該医療機関の属する地域の市長から、診療

科の確保を要請する多数の市民の署名嘆願書が届けられるなど、山梨県内の医師不

足は深刻な状態にある。例えば産科については、県内四つの２次医療圏のうち、一

つの医療圏には全く分娩取扱施設がない。また、平成２０年度には、地域中核病院

の一つである市立甲府病院の消化器内科医４人全員が辞職し、後任医師の確保がで

きなかったため、専門外来を休止する事態も生じており、現在も再開の目途は立っ

ていない。 

   本学医学部附属病院は、県内の中核病院としてその果たす役割は大であり、県内

医療の医師の需要と供給のバランスを最良の状態に維持することが、本医学部の重

要な使命の一つである。しかしながら、本学医学部附属病院そのものの医師が激減

し、県内医療機関から本院へ医師を引き上げざるを得ない診療科も発生している状

況にある。 

   山梨県は、この医師不足の現状を深刻にとらえ、医師不足解消のため平成１９年
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度から、「山梨県医師修学資金給付制度」（資料１）及びドクタープール制度（資料

２）を創設し、平成２１年度も既設した奨学金枠の中で、平成２０年度と同じ条件

で奨学生を募集し、奨学金の給付を行った。同時に１０年後における山梨県内への

医師定着を確実に担保することを目指し、「緊急医師確保対策」に基づき、「地域医

療を担う医師を養成するためのプログラム」の策定・実施を本学に要請した。（資料

３）そこで本学では、この要請に応えるため、平成２０年度の推薦入試から山梨県

内高等学校出身者の入学枠（地域枠Ⅰ）を設定し、さらには平成２１年度から出身

高等学校にとらわれず、将来、山梨県内の地域医療に従事する意志を有する者を対

象とした入学枠（地域枠Ⅱ）を設定し、現在まで本学医学部医学科の入学定員を２

０人増員したところである。 

本年、「地域の医師確保等の観点からの医学部入学定員の増加について」（平成２

１年７月１７日文部科学省高等教育局長通知）において、地域の医師確保等の観点

から、「緊急臨時的に医学部入学定員増を認める」との方針が示された。 

これに基づき、本学は、医師不足が深刻な地域や診療科の医療を担う医師の養成、

地域医療機関との連携による地域医療への貢献など、医師確保のための方策の一つ

として、さらに本学医学部医学科の入学定員５人増を申請するものである。 

 

 ｃ 収容定員変更に伴う教育課程等の変更内容 

①入学者選抜実施方法 

本学医学部医学科では、平成２０年度から入学定員を１００人から１１０人に増

員したことに伴い、推薦入試４０人、一般入試前期１０人、後期６０人の入学定員

を設定した。そのうち推薦入試においては、新たに一般枠１０人、地域枠（山梨県

内高等学校出身者のみ）３０人以内を設定し、地域枠最終選抜合格者３０人全員が

入学した。（資料４） 

平成２１年度においては、入学定員を１１０人から１２０人に増員したことに伴

い、推薦入試を４０人から４５人【(推薦入試４５人の内訳は一般枠１０人、地域枠

Ⅰ３０人以内(山梨県内高等学校出身者のみ)、地域枠Ⅱ５人以内(山梨県外高等学校

出身者も対象)】とした。また、一般入試の後期日程を６０人から６５人とし５名増

員し、推薦入試の５人と併せて平成２１年度は１０人増員した。(資料４) 

地域に医師を定着させる方法として、平成１９年度から山梨県医師修学資金制

度を設けた。これは、将来、山梨県内の公立病院等の医師として従事しよう

とする医学生等に対して、山梨県が修学資金を給付する制度であり、第一種

医師修学資金は月額５万円、卒業までに３６０万円を給付するもので、返還

免除の要件として、卒業後、２年以内に医師の免許を取得し、医師免許取得

後６年を経過するまでの間に３年以上の期間、山梨県内の公立病院等におい
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て医師の業務に従事する必要がある。第二種医師修学資金は、月額１３万円、

卒業までに９３６万円を給付するもので、返還免除の要件として、卒業後、

２年以内に医師の免許を取得し、医師免許取得後給付期間の２分の５に相当

する期間を経過するまでの間に、給付期間の２分の３に相当する期間以上、

山梨県内の特定公立病院等において医師の業務に従事することが必要である。 

   山梨県医師修学資金制度による受給者の進路状況を平成２０年度につい

て調査したところ、２９人(うち国家試験４人不合格)中１人を除き２４人が 

  山梨県内で医師として従事するか又は、将来、山梨県内での医師としての従

事を希望していることが判明した。(資料５) 

     平成２１年度は地域枠Ⅰ(山梨県内高等学校出身者のみ)の３０名以内の募集

に対し、２６人が合格し２６人が入学した。また、地域枠Ⅱ(山梨県外高等学校出

身者のみ)は５人以内の募集に対し、２人が合格し２人が入学した。(資料４) 

    合格者が募集人員より下回った理由は、学力及び志望理由等によるものであり、こ 

のことから、平成２２年度の５人増員については、地域枠ではなく後期日程を５人

増員し６５人を７０人として、山梨県医師修学資金制度と連動させることにより卒

業後の地域への定着を図って行きたい。 

 

②教育課程等の変更内容 

平成２０年度からの医学部医学科学生の入学定員１０人増に伴い、新たに地域医

療学講座を設置し、地域医療の現状、地域医療の魅力と意義などを教育する「地域

医療学（２単位必修）」を開講した。この科目は、１～４年次に亘って開講する講義、

演習及び実習により単位を修得させるものである。（資料６） 

さらに、地域医療を体系的に学ばせるよう、従来の科目についても見直しを図り、

地域医療学と連携した授業に再編した。 

これは、従前の教育課程を大幅に変更するものではなかったため、従来の教育レ

ベルを維持するとともに、学生にとって過度の負担とならぬよう配慮して地域医療

の分野を強化したものである。 

 

 〔参考〕 

   平成２０年度に新設した科目等の主な内容は、以下のとおりである。 

   ＜新設科目＞ 

    地域医療学（資料７） 

     １年次 地域医療に関連する特別講義 

     ２年次 地域医療に関連する特別講義、附属病院大規模災害訓練参加 

     ３年次 救急車同乗実習 
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     ４年次 地域医療に関するグループ別フィールド研究 

   ＜見直しを図った科目＞ 

    教養総合講義：１年次（資料８） 

     地域医療を理解するための講義（３コマ） 

    早期臨床体験実習（ECE）：１年次（資料９） 

地域医療を支えている病院の実習、地域医療現場の体験 

    社会医学、環境遺伝医学：３年次（資料１０） 

     地域病院・診療所の意義と問題点、在宅医療（診療所の役割）など地域医療 

に関連する講義 

    関連教育病院等臨床実習：５年次（資料１１） 

     山梨県立中央病院及び他の山梨県内公共病院での実習 

    社会医学実習：６年次 

     地域医療体験機会の増 

 

③教育方法及び履修方法 

    講義・演習（討論）・実習を各学年にバランスよく配置し、地域医療に従事する 

意欲を高められるよう配慮した。 

講義は、地域医療学講座担当教員を中心に、山梨県内の病院・診療所医師が現 

状を基に実施するとともに、医療関係者だけでなく、行政担当者、患者の会等に

も依頼し、より広範な知識の習得を目指す。 

地域医療学のグループ別フィールド研究では、グループごとに指導教員を配置 

して研究の進捗状況を定期的に確認するとともに、学生への助言者として研究の

サポートにあたる。研究の成果は、発表会形式で報告させ、優秀なグループに対

しては表彰を行う。 

実習は、山梨県内の地域医療を支えている多数の病院・診療所に依頼し、山梨 

県医師会及び山梨大学開業医の会にも協力を仰ぎ、円滑に実習が実施できるよう

配慮する。救急車同乗実習では、山梨県内の各消防署に協力を依頼する。 

これらの科目に関しては、地域医療学講座担当教員が中心となってコーディネ 

イトし、各講座が協力して実施し、学生に対してきめ細やかな指導ができるよう

な体制とする。 

 

④教員組織の変更内容 

地域医療に関連する科目を担当するため、地域医療学講座を設置した。この講

座は、専任教授１名、専任准教授１名、特任助教２名で構成し、地域医療学実習

等の充実を図った。 
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山梨県では、平成１９年度から、医師修学資金制度を開始しました。 

この制度は将来山梨県内で医師の業務に従事する意思のある医学生の皆様

に修学資金を給付し、一定期間県内の公立病院などに勤務した場合に、修学

資金の返還を免除する制度です。 

詳細につきましては、山梨県庁医務課までお問い合わせ下さい。 

富士の国やまなしは皆様の応募をお待ちしております。 

 

 

 

平成２１年度 

山梨県医師修学資金 

修学生募集 

 

募集期間：平成２１年４月６日（月）～ 

         ５月１５日（金）（当日消印有効）  

 

写真提供：山梨県観光物産連盟 
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種 

別 

第一種 

医師修学資金 

第二種 

医師修学資金 

第三種 

医師修学資金 

 

対 

象 

者 
 

 

次の要件を全て満たす者 

 

①大学の医学を履修する

課程に在学しているこ

と。 

②将来、県内の公立病院等

に医師として勤務しよ

うとする意思があるこ

と。 

 

次の要件を全て満たす者 

 

①山梨大学医学部医学科に

在学していること。 

②将来、県内の特定公立病

院等に医師として勤務し

ようとする意思があるこ

と。 

 

次の要件を全て満たす者 

 

①山梨大学大学院の医学を

履修する課程に在学して

いること。 

②医師免許を受けているこ

と。 

③将来、県内の公立病院等

に医師として勤務しよう

とする意思があること。 

月 

額 
５０，０００円 １３０，０００円 ５０，０００円 

給

付

人

数 

①山梨大学 

 １年生：２５人 

※地域枠入学者を優先 

②県外大学 

 １年生：５人 

※①②の給付人数について

は目安であり、応募状況によ

って調整する場合がある。 

２年生～：県医務課にお問

い合わせ下さい。 

山梨大学 

１年生：２５人  

※地域枠入学者を優先 

 

    

山梨大学大学院 

１年生：５人 

 

 

 

 

 

 

２年生～：県医務課にお問

い合わせ下さい。 

   

   

 

 

 

 

 

 

  

  

修学資金制度の概要 
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給
付
期
間 

 

貸与決定の年から、大学の

正規の終業年限まで。 

 

同  左 

 

貸与決定の年から、大学院の

正規の終業年限まで。 

返
還
（
※
１
）
が
免
除
に
な
る
要
件 

 

次の条件を全て満たした

場合 

①卒業後、２年以内に医師

の免許を取得 

②医師免許取得後６年を

経過するまでの間に３

年以上の期間、県内の公

立病院等（※２）におい

て医師の業務（臨床研修

を含む。）に従事 

 

 

次の条件を全て満たした 

場合 

①卒業後、２年以内に医師

の免許を取得 

②医師免許取得後給付期間

の２分の５に相当する期

間を経過するまでの間

に、給付期間の２分の３

に相当する期間以上（※

３）、県内の特定公立病院

等（※４）において医師

の業務（臨床研修を含む）

に従事 

 

 

次の条件を満たした場合 

修了又は退学後ただちに

３年以上の期間、県内の公

立病院等において医師の

業務（臨床研修を含む）に

従事 

※１ 修学資金は無利子です。 

※２ 公立病院等：官公立病院、救急病院 等 

※３ 例：６年間給付を受けた場合→医師免許取得後、１５年のうち９年以上の期間 

※４ 特定公立病院等：官公立病院、臨床研修病院、災害拠点病院 等 

※  詳細については、『山梨県医師修学資金のしおり』（ホームページ 

http://www.pref.yamanashi.jp/imuka/16572525165.html 

からダウンロードできます。）をご覧下さい。 

種 

別 

第一種 

医師修学資金 

第二種 

医師修学資金 

第三種 

医師修学資金 

http://www.pref.yamanashi.jp/imuka/16572525165.html
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山梨大学医学部生・山梨大学大学院生の方へ 
 

募集期間内に、「医師修学資金貸与申請書」（第１号様式）に次の書類を添えて、山梨

大学甲府キャンパス又は医学部キャンパスへ申し込みをしてください。 

（申請書は山梨県医務課のホームページからダウンロードできます） 
http://www.pref.yamanashi.jp/imuka/93956729473.html 

 

  

 

□ 本人の住民票の写し（本籍の記載されたもの。申請の日前２月以内に発行されたもの） 

□ 医師免許証の写し（第３種医師修学資金の貸与申請者のみ） 

□ 連帯保証人の平成２０年分所得を証明する書類 

（別紙所得証明用紙に連帯保証人が必要事項を記入し、記名捺印したもの） 

□ 連帯保証人の印鑑証明書 

   

 ※ 連帯保証人について 

    申請に当たっては、以下の要件を満たす２名の連帯保証人が必要となります。 

   ① 独立の生計を営む者 

     ② 修学資金の貸与を受ける者が未成年者の場合は、連帯保証人のうち一人は、親権

者又は後見人 

   

県外大学医学部生の方へ 
 

募集期間内に、「医師修学資金貸与資金申請書」（第１号様式）に上記の書類の他、 

□在学証明書 及び □レポート（地域医療に対する考えを８００字程度で） 
を添えて、山梨県医務課まで申し込みをしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：山梨県観光物産連盟 

《問合わせ先》 

◎ 甲府キャンパス 

  山梨大学教学支援部学生支援課奨学支援グループ 

  〒400-8510 山梨県甲府市武田４丁目４－３７ 

  Tel  055-220-8053   

◎ 医学部キャンパス 

山梨大学教学支援部学務課福利厚生担当 

  〒409-3898 山梨県中央市下河東1110 

  Tel 055-273-9346  

◎ 山梨県福祉保健部医務課 医療企画担当 （担当 大澤） 

  〒400-8501 山梨県甲府市丸の内1-6-1 

Tel 055-223-1480  Fax 055-223-1486 

  

       ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：申請書のダウンロードはこちらからどうぞ 
http://www.pref.yamanashi.jp/imuka/93956729473.html 

申  込  方  法 
 

《医師修学資金貸与申請書 添付書類》 

http://www.pref.yamanashi.jp/imuka/93956729473.html
http://www.pref.yamanashi.jp/imuka/93956729473.html








推薦選抜実施状況(医学科) 資料　４

年度 定　員 倍　率 備　考

10 37 (19) 30 (15) 30 (15) 8 ( 5) 0 ( 0) 8 ( 5)

(約3倍)
12 ( 7) 12 ( 7) 12 ( 7) 5 ( 3) 0 ( 0) 5 ( 3)

50 (30) 32 (17) 32 (17) 10 ( 5) 0 ( 0) 10 ( 5)

14 ( 8) 13 ( 7) 13 ( 7) 7 ( 3) 0 ( 0) 7 ( 3)

34 (15) 32 (13) 31 (13) 10 ( 4) 0 ( 0) 10 ( 4)

11 ( 4) 11 ( 4) 11 ( 4) 7 ( 2) 0 ( 0) 7 ( 2)

64 (35) 30 (15) 30 (15) 10 ( 4) 0 ( 0) 10 ( 4)

17 ( 9) 15 ( 8) 15 ( 8) 9 ( 3) 0 ( 0) 9 ( 3)

74 (37) 31 (10) 30 (10) 10 ( 2) 0 ( 0) 10 ( 2)

14 ( 4) 12 ( 3) 12 ( 3) 5 ( 0) 0 ( 0) 5 ( 0)

15 74 (39) 45 (27) 45 (27) 15 ( 8) 0 ( 0) 15 ( 8)

(約3倍)
15 ( 6) 12 ( 4) 12 ( 4) 8 ( 3) 0 ( 0) 8 ( 3)

70 (39) 45 (25) 44 (25) 15 ( 8) 0 ( 0) 15 ( 8)

20 ( 9) 15 ( 7) 15 ( 7) 11 ( 4) 0 ( 0) 11 ( 4)

69 (35) 45 (23) 45 (23) 15 ( 9) 0 ( 0) 15 ( 9)

17 ( 7) 16 ( 7) 16 ( 7) 5 ( 2) 0 ( 0) 5 ( 2)

20 42 (26) 42 (26) 42 (26) 20 (13) 0 ( 0) 20 (13)

(約2.5倍)
16 (11) 16 (11) 16 (11) 10 ( 7) 0 ( 0) 10 ( 7)

66 (33) 50 (26) 50 (26) 20 (12) 0 ( 0) 20 (12)

18 ( 7) 14 ( 5) 14 ( 5) 9 ( 4) 0 ( 0) 9 ( 4)

56 (28) 50 (25) 50 (25) 20 (12) 0 ( 0) 20 (12)

17 ( 9) 15 ( 7) 15 ( 7) 10 ( 6) 0 ( 0) 10 ( 6)

78 (38) 50 (23) 50 (23) 20 (10) 0 ( 0) 20 (10)

33 (14) 23 ( 8) 23 ( 8) 12 ( 4) 0 ( 0) 12 ( 4)

20 81 (34) 30 ( 9) 30 ( 9) 20 ( 6) 0 ( 0) 20 ( 6)

(約1.5倍)
41 (15) 17 ( 5) 17 ( 5) 16 ( 5) 0 ( 0) 16 ( 5)

74 (33) 36 (19) 36 (19) 21 (12) 0 ( 0) 21 (12)

40 (16) 20 ( 9) 20 ( 9) 16 ( 9) 0 ( 0) 16 ( 9)

44 (25) 17 (10) 17 (10) 10 ( 5) 0 ( 0) 10 ( 5)

1 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0)

地域枠
30以内
(約1.5倍)

97 (36) 47 (17) 47 (17) 30 (12) 0 ( 0) 30 (12) 3.2倍 初年度

41 (21) 16 ( 8) 15 ( 7) 10 ( 4) 0 ( 0) 10 ( 4)

0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0)

地域枠1
30以内
(約1.5倍)

91 (40) 48 (18) 48 (18) 26 (12) 0 ( 0) 26 (12) 3.5倍

地域枠2
5以内

(約1.5倍)
9 ( 8) 6 ( 5) 6 ( 5) 2 ( 2) 0 ( 0) 2 ( 2) 4.5倍

(  )は内数で女子数
各年度の下段は内数で県内出身者

一般枠
10

(約1.5倍)
4.1倍

21(09)

20(08)

一般枠
10

(約1.5倍)
4.4倍

18(06) 4.1倍

17(05) 〃 3.9倍

志願者数 １次合格 ２次受験 最終合格 辞退者 入学者

14(02)

12(00) 〃

13(01) 〃

15(03)

2.1倍

3.3倍〃

4.7倍

4.6倍

10(98) 〃

11(99)

7.4倍

4.9倍

 8(96) 〃

 9(97) 〃

3.4倍

6.4倍

 6(94) 初年度

 7(95) 〃

4.6倍

5.0倍

16(04) 〃 2.8倍

19(07) 〃 3.5倍



一般入試実施状況(医学科)

年度 定　員 倍率 備　考

114 ( 52) 30 ( 11) 24 (  9) 12 ( 5) 12 ( 5) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 12 ( 5)

29 ( 16) 12 (  4) 6 (  2) 4 ( 2) 4 ( 2) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 4 ( 2)

1,579 (321) 913 (155) 638 (111) 75 ( 7) 70 ( 7) 0 ( 0) 3 ( 0) 3 ( 0) 73 ( 7)

35 (  9) 23 (  3) 15 (  3) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 1 ( 0) 1 ( 0)

87 ( 36) 36 ( 14) 28 (  9) 13 ( 3) 13 ( 3) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 13 ( 3)

19 ( 11) 10 (  5) 5 (  2) 2 ( 1) 2 ( 1) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 2 ( 1)

1,069 (209) 910 (172) 630 (118) 71 (12) 64 ( 9) 1 ( 0) 8 ( 2) 8 ( 2) 71 (11)

29 (  7) 24 (  5) 19 (  3) 2 ( 0) 2 ( 0) 0 ( 0) 1 ( 0) 1 ( 0) 3 ( 0)

89 ( 37) 46 ( 21) 26 ( 10) 12 ( 5) 12 ( 5) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 12 ( 5)

27 ( 11) 21 ( 10) 8 (  4) 4 ( 3) 4 ( 3) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 4 ( 3)

1,410 (300) 900 (173) 552 (113) 60 (10) 53 (10) 0 ( 0) 7 ( 0) 7 ( 0) 60 (10)

45 ( 15) 31 ( 11) 11 (  2) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 2 ( 0) 2 ( 0) 2 ( 0)

120 ( 53) 42 ( 19) 29 ( 12) 10 ( 5) 9 ( 4) 0 ( 0) 1 ( 0) 1 ( 0) 10 ( 4)

37 ( 17) 14 (  5) 6 (  1) 2 ( 0) 2 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 2 ( 0)

1,281 (272) 910 (180) 503 (109) 72 (11) 66 (10) 1 ( 0) 7 ( 1) 7 ( 1) 72 (11)

38 ( 12) 25 (  6) 12 (  2) 3 ( 0) 3 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 3 ( 0)

(  )は内数で女子数
各年度の下段は内数で県内出身者

後期日程
70

(約13倍)
13.5倍

入学者最終合格

19(07)

前期日程
10

(約3倍)
6.7倍

入学手続
手続後
辞　退

追加合格
追加合格
入学手続

１次合格志願者数 ２次受験

18(06)

前期日程
10

(約3倍)
9.5倍

後期日程
70

(約13倍)
20.2倍

20(08)

前期日程
10

(約3倍)
7.4倍

後期日程
60

(約15倍)
21.0倍

21(09)

前期日程
10

(約3倍)
10.9倍

後期日程
65

(約14倍)
16.2倍



平
成
2
0
年
5
月
7
日

番
号
性
別

出
身
地

研
修
先
等
（
卒
業
前
届
出
）

所
在
地

県
内
外

ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾑ

研
修
先
（
１
年
目
）

所
在
地

県
内
外

今
後
の
予
定

1
男
愛
媛
県

尾
道
市
立
市
民
病
院

広
島
県

県
外

尾
道
市
立
市
民
病
院

広
島
県

県
外

「
山
梨
県
に
戻
る
可
能
性
な
し
」

2
男
大
阪
府

未
定

な
し

「
現
在
、
職
な
し
。
将
来
、
山
梨
県
に
戻
る
可
能
性
あ
り
」

3
男
岐
阜
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

4
男
神
奈
川
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

5
女
山
梨
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

6
男
神
奈
川
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

7
女
東
京
都

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

8
女
神
奈
川
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

9
男
長
野
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

1
0
男
長
野
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

1
1
男
山
梨
県

静
岡
県
立
総
合
病
院

静
岡
県

県
外

静
岡
県
立
総
合
病
院

静
岡
県

県
外

「
研
修
終
了
後
、
山
梨
県
に
戻
り
た
い
」

1
2
男
栃
木
県

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

栃
木
県

県
外

国
試
不
合
格

1
3
男
東
京
都

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

1
4
男
静
岡
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ｃ
中
野
総
合
病
院

東
京
都

県
外

1
5
男
埼
玉
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

1
6
女
山
梨
県

横
浜
労
災
病
院

神
奈
川
県
県
外

横
浜
労
災
病
院

神
奈
川
県
県
外

「
現
時
点
で
は
未
定
、
山
梨
県
に
戻
る
可
能
性
も
あ
る
」

1
7
男
神
奈
川
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

1
8
男
山
梨
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ｃ
山
梨
県
立
中
央
病
院

山
梨
県

県
内

1
9
女
埼
玉
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ｂ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

2
0
女
奈
良
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

2
1
男
山
梨
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

2
2
男
山
梨
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ｃ
山
梨
県
立
中
央
病
院

山
梨
県

県
内

2
3
男
栃
木
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ｃ
山
梨
県
立
中
央
病
院

山
梨
県

県
内

2
4
女
埼
玉
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

2
5
男
山
梨
県

甲
府
共
立
病
院

山
梨
県

県
内

甲
府
共
立
病
院

山
梨
県

県
内

2
6
男
埼
玉
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

国
試
不
合
格

既
卒
者
（
Ｈ
１
９
年
度
卒
業
生
）

1
男

大
阪
府

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

国
試
不
合
格

2
男

山
梨
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

Ａ
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
県

県
内

3
男

富
山
県

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
山
梨
県

県
内

国
試
不
合
格

プ
ロ
グ
ラ
ム
：
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
卒
後
臨
床
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ａ
＝
２
年
間
本
院

Ｂ
＝
１
年
目
本
院
，
２
年
目
協
力
病
院

Ｃ
＝
１
年
目
協
力
病
院
，
２
年
目
本
院

平
成
２
０
年
度
卒
業
生
進
路
先
一
覧
（
医
師
修
学
資
金
受
給
者
に
限
る
）
資料５



資料６

年  次   

区分 備   考
  授 業 科 目 名

6
6
5
5
4
4
1

2 2
1 1
4 4
1 1
3 3
3 3
2 2
2 2

1
1 1

2
1 1 コース1
6 6 コース2
6 6 コース3
5 5 コース4
5 5 コース5
3 3 コース6
5 5 コース7
6 6 コース8
6 6 コース9
3 3 コース10
4 4 コース11

内科学１  実  習 2
内科学２  実  習 2
血液内科学  実　習 1
内科学３  実  習 2
神経内科学  実  習 2
小児科学  実  習 2
精神神経医学  実  習 2
皮膚科学  実  習 2
外科学１  実  習 2
外科学２  実  習 2
整形外科学  実  習 2
脳神経外科学  実  習 2
麻酔科学  実  習 2
産婦人科学  実  習 2
泌尿器科学  実  習 2
眼科学  実  習 2
耳鼻咽喉科学  実  習 2
放射線医学  実  習 1
臨床検査医学  実  習 1
救 急  実  習 1

1 1
1
2
2
1
10
2
158

※臨床実習には、歯科口腔外科の実習を含むものとする。

チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
教
育

内分泌代謝

周産期，成長発達

血液
腎，泌尿器，生殖器
神経，筋，精神

呼吸器循環器
消化器

臨床医学総論

運動器、感覚器，皮膚

2

2

分子病理学
薬理学

社会医学
1

生化学２

生理学１

4
4
1

別表第４－１（平成２０年度入学生用）

5

2年次

6

3年次 6年次4年次 5年次

6

（1～4年次で修得）

2

2

2
2

2
2
2

2

2

1

1

1

2
2

2

   総合医学研究(卒業試験)

    Ｃ       Ｐ       Ｃ
   新総合医学概論 ( 必修テーマ )

1

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目
　
（

　
必
　
　
　
修
　
）

   選   択   実   習

分子組織学
細胞生物学

実験医学

生理学２
生化学１

臨
床
基
礎
医

学
系

基
礎
医
学
系

微生物学

35 38

外傷，救急，蘇生，麻酔，中毒，環境医学

1

合                     計 31 37 17

2
1
10
2

1年次

5

免疫学
寄生虫学

社会環境医学実習

単位数
合  計

単             位             数

2
2

2

診断学入門(CBT・OSCE)
臨床講義
関連教育病院等臨床実習

臨
　
　
　
　
床
　
　
　
　
実
　
　
　
　
習

 医 学 科 授 業 科 目 【 専 門 教 育 科 目（必修） 】

臨
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
系

人体病理学

法医学
環境遺伝医学

社
会
医
学

系

感染症，免疫，アレルギー，リューマチ，膠原病

地域医療学 2



年  次   

区分 備   考
  授 業 科 目 名

6
6
5
5
4
4
1

2 2
1 1
4 4
1 1
3 3
3 3
2 2
2 2

1
3 3
1 1
1 1 コース1
6 6 コース2
6 6 コース3
5 5 コース4
5 5 コース5
3 3 コース6
5 5 コース7
6 6 コース8
6 6 コース9
3 3 コース10
4 4 コース11

内科学１  実  習 2
内科学２  実  習 2
血液内科学  実　習 1
内科学３  実  習 2
神経内科学  実  習 2
小児科学  実  習 2
精神神経医学  実  習 2
皮膚科学  実  習 2
外科学１  実  習 2
外科学２  実  習 2
整形外科学  実  習 2
脳神経外科学  実  習 2
麻酔科学  実  習 2
産婦人科学  実  習 2
泌尿器科学  実  習 2
眼科学  実  習 2
耳鼻咽喉科学  実  習 2
放射線医学  実  習 1
臨床検査医学  実  習 1
救 急  実  習 1

1 1
1
2
2
1
10
2
159

別表第４－２（平成１５年度～平成１９年度入学生用）

 医 学 科 授 業 科 目 【 専 門 教 育 科 目（必修） 】
単             位             数

単位数
合  計1年次 2年次

38 17
   総合医学研究(卒業試験)
合                     計 31 40 33

1
10
2

   選   択   実   習
   新総合医学概論 ( 必修テーマ )

2
    Ｃ       Ｐ       Ｃ 2

関連教育病院臨床実習
臨床講義 1
診断学入門(CBT・OSCE)

1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2

1
2

2
2

臨
　
　
　
　
床
　
　
　
　
実
　
　
　
　
習

外傷，救急，蘇生，麻酔，中毒，環境医学

周産期，成長発達
運動器、感覚器，皮膚
神経，筋，精神
腎，泌尿器，生殖器
血液

内分泌代謝

1

消化器
呼吸器循環器

感染症，免疫，アレルギー，リューマチ，膠原病

基   礎   教   室   配   属

臨
　
　
　
　
　
床
　
　
　
　
　
医
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
系

人体病理学

チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
教
育

臨床医学総論

社会環境医学実習
社会医学

社
会
医
学

系 法医学
環境遺伝医学

免疫学
寄生虫学
微生物学

臨
床
基
礎
医

学
系

薬理学
分子病理学

1
生化学２ 4

4
生理学２ 5

5
細胞生物学 6

6

生化学１

実験医学

※臨床実習には、歯科口腔外科の実習も含むものとする。

3年次 4年次 5年次 6年次

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目
　
（

　
必
　
　
　
修
　
）

基
礎
医
学
系

分子組織学

生理学１



資料７ 

地域医療学シラバス 

履修年次：１～４年次 単位数：２単位 必修・選択の別：必修 
 
１．学習目標 
一般目標（ＧＩＯ） 
 地域医療の現状を理解し、地域医療の魅力と意義を感じることにより、地域医療に従事す

る意欲を持ち、地域医療に必要な知識と技術を身につける。 
行動目標（ＳＢＯｓ） 
 地域医療に関する知識を修得する。地域医療に必要な技術を身につける。地域医療の実状

を調査する。 
 
２．授業計画 
１年次 特別講義「地域医療の実状１」及び「地域医療の実状２」各１コマ 
２年次 特別講義「地域医療のいろいろ」及び「トリアージについて」各１コマ 
    附属病院大規模災害訓練への参加 
３年次 救急車同乗実習 各学生が１回実習を行う 
４年次 地域医療に関するグループ別フィールド研究 
    ４～１１月の期間で地域医療に関するテーマを研究する。 
    ４月当初に２コマ程度のガイダンスを開催し、各グループ指導教員の紹介、研究テ

ーマの選定を行う。 
    月１回程度、指導教員が担当グループの学生とディスカッションし、研究の進捗状

況を確認する。 
    １２月頃に研究成果報告会を実施し、優秀グループの表彰を行う。 
※ 地域医療を体系的に学べるよう、関連科目として、１年次の教養総合講義、ＥＣＥ， 
３年次の社会医学・環境遺伝医学、６年次の社会医学実習を設定している。 

 
３．到達目標 

地域医療の現状を理解し、関連法規を概説できる。 
① 行政施策（医療法における地域医療計画） 
② 山梨県の現状及び全国の状況 
③ 地域医療とへき地医療の違い 
④ 地域における予防医学の重要性 
⑤ 地域における専門医療への対応（がん、重症心疾患、周産期医療等） 
⑥ 地域における自治体病院の役割 
⑦ 地域における診療所（開業医）の役割 
⑧ 地域における在宅医療への対応 
⑨ 地域医療の問題点の検討 

 
４．評価方法 
   特別講義、実習、フィールド研究への出席状況及びレポートにより評価する。 
   グループ別フィールド研究の研究成果報告会での内容も加味して評価する。 
   単位は４年次に認定する。 



資料８

No 実　施　日 講　師　名 本務・役職等 演　　　　　題 備　考

1 ４月１０日(木)３時限 竹田　扇
細胞生物学
　教授

学問としての医学
-実験医学序説-

2 ４月１７日(木)３時限 貫井　英明 学長 医師とは、医学とは

4 ５月　１日(木)３時限 藤井　秀樹
第一外科
教授

臨床医学とは
-外科医の立場から-

5 ５月　８日(木)３時限 小松　則夫
血液内科
教授

臨床医学とは２

6 ５月１５日(木)３時限 星　和彦 病院長
医学部附属病院の役割
産婦人科の魅力

8 ５月２９日(木)３時限
佐藤　弥
（長田先生）

地域医療学　教授
（飯富病院長）

地域病院における
医師の役割１

9 ６月　５日(木)３時限
佐藤　弥
（古屋先生）

地域医療学　教授
（牧丘病院長）

地域病院における
医師の役割２

10 ６月１２日(木)３時限
佐藤　弥
（塚本先生）

地域医療学　教授
（山梨県立中央病院）

地域中核病院における
医師の役割

基礎医学とは

平成２０年度　教養総合講義－医学部で何を学べるか－　実施予定

対象：医学科１年次生 前期 木曜日３時限(１３：００～１４：３０)  

甲府キャンパス 教育人間科学部Ｍ号館 Ｍ－１１講義室

3 ４月２４日(木)３時限 中尾　篤人
免疫学
教授

科目責任者：佐藤　弥　教　授　　

11 ６月１９日(木)３時限 松田　兼一

日本の医療制度
医療の現状

12 ６月２６日(木)３時限

7 ５月２２日(木)３時限 杉田　完爾 小児科の魅力

15 ７月１７日(木)３時限 佐藤　弥 正しいＥＣＥ実習の行い方
地域医療学
教授

ECE実習における事前学習

小児科学
教授

救急医学・集中治療部
教授

地域医療学
教授

ECE実習における事前学習
臨床倫理学
教授

救急医療の魅力

香川　知晶
臨床倫理学
教授

香川　知晶　

佐藤　弥

14 ７月１０日(木)３時限

13 ７月　３日(木)３時限



No 実　施　日 講　師　名 本務・役職等 演　　　　　題 備　考

1 　4月16日(木)3時限 前田　秀一郎 学長 医学概論

2 　4月23日(木)3時限 有田　順 医学部長 医学教育の目的

3 　4月30日(木)3時限 島田　眞路 病院長 医師とは何か

4 　5月 7日(木)3時限 竹田　扇
（解剖）細胞生物学

教授
学問としての医学

－実験医学序説１－

5 　5月14日(木)3時限 中尾　篤人 免疫学・教授
学問としての医学

－実験医学序説２－

6 　5月21日(木)3時限 小松　則夫
血液・腫瘍内科学

教授
臨床医学とは

－内科医の立場から－

7 　5月28日(木)3時限 藤井　秀樹 外科学１・教授
臨床医学とは

－外科医の立場から－

8 　6月 4日(木)3時限 杉田　完爾 小児科学・教授 小児科の魅力

9 　6月11日(木)3時限 平田　修司 産婦人科学・准教授 産婦人科の魅力

10 　6月18日(木)3時限
佐藤　弥

（長田先生）
地域医療学・教授
（飯富病院長）

地域病院における
医師の役割

11 　6月25日(木)3時限
佐藤　弥

（小澤・古屋先生）
地域医療学・教授

（牧丘病院）
地域病院における
医師のやりがい

12 　7月 2日(木)3時限 香川　知晶 臨床倫理学・教授
ＥＣＥ実習における

事前学習

13 　7月 9日(木)3時限 香川　知晶 臨床倫理学・教授
ＥＣＥ実習における

事前学習

14 　7月16日(木)3時限 佐藤　弥 地域医療学・教授
正しいＥＣＥ実習の

行い方

15 10月 2日(金)4時限 星　和彦
理事

（財務・医療・施設担当）
大学における附属病院

16 10月 9日(金)4時限 佐藤　弥 地域医療学・教授 ＥＣＥのまとめ１

17 10月16日(金)4時限 佐藤　弥 地域医療学・教授 ＥＣＥのまとめ２

18 10月23日(金)4時限 北村　正敬 分子情報伝達学・教授
基礎医学から
臨床応用へ

19 11月 6日(金)4時限 瀧山　嘉久 神経内科学・教授
地域医療における
臨床研究

20 11月13日(金)4時限 松川　隆 麻酔科学・教授 麻酔科の魅力

21 11月20日(金)4時限 松田　兼一
救急・集中治療医学

教授
救急医療の魅力

22 11月27日(金)4時限 飯島　裕幸 眼科学・教授
臨床医学教育：

ﾃｭｰﾄﾘｱﾙ、臨床実習

23 12月 4日(金)4時限 加藤　良平 人体病理学・教授
病理学とは

最終診断者の力

24 12月11日(金)4時限 佐藤　弥 地域医療学・教授 日本の医療制度と現状

25 12月18日(金)4時限 佐藤　弥 地域医療学・教授 教養総合講義のまとめ

平成２１年度　教養総合講義－医学部で何を学べるか－　実施予定

通年 前期：木曜日３時限(13：00～14：30)　後期：金曜日４時限（14：45～16：15)  

甲府キャンパス 教育人間科学部Ｍ号館 Ｍ－１２講義室

科目責任者：佐藤　弥　教　授　　(地域医療学）

対象：医学科１年次生



                                      資料９ 

 

平成２１年度早期臨床量体験（ECE）実習の実施について 

 
対象学年：医学科１年次生 １２３名 
 
実施日程 
 平成 21年 9月 24日（木）・25日（金）・28日（月） ECE病院実習 
 平成 21年 10月 9日（金）・16日（金）教養総合講義：ECEのまとめ 1・2 

（発表・報告会） 
 
受入実習施設（15施設） 

施 設 名 受入れ人数 
国立病院機構甲府病院 10名
山梨県立中央病院 12名
市立甲府病院 6名
社会保険山梨病院 6名
甲府城南病院 6名
北杜市立甲陽病院 5名
加納岩総合病院  4名
山梨厚生病院 10名
笛吹中央病院 5名
飯富病院 10名
市川三郷病院 6名
社会保険鰍沢病院 6名
甲州リハビリテーション病院 5名
石和温泉病院 5名
山梨大学医学部附属病院 27名

 
 
 
 
  
 
 



平成２０年度早期臨床体験（ECE）実習の実施について 

 
対象学年：医学科１年次生 １１３名 
期  間：平成２０年９月２４日（水）～平成２０年９月２９日（月）の４日間 
    （内訳） 
     施 設 実 習：平成２０年９月２４日（水）～平成２０年９月２６日（金） 
     発表討論会：平成２０年９月２９日（月） 臨床講義棟大講義室 
 
受入実習施設（１６施設） 

施 設 名 受入れ人数 

国立病院機構甲府病院             １０名

山梨大学医学部附属病院 １５名

山梨県立中央病院 １０名

市立甲府病院 ６名

社会保険山梨病院 ６名

甲府城南病院 ５名

韮崎市立病院 ５名

北杜市立甲陽病院 ５名

加納岩総合病院 ５名

山梨厚生病院 １０名

笛吹中央病院 ５名

飯富病院 ５名

市川三郷病院 ５名

社会保険鰍沢病院 ６名

甲州リハビリテーション病院 １０名

石和温泉病院 ５名

 
 
※ 平成２０年９月２９日（月）に ECEの発表・討論会が開催されますのでご出席願
います。開催日近くになりましたら改めて通知します。 



                                    資料１０ 

 
３年次 地域医療学に関する講義（社会環境医学の講義との連携） 

 

（１） 一般目標（ＧＩＯ） 

 地域医療を担う医師として公衆衛生の場で対応できる思考力の滋養と態度，すなわ

ち Public Health Mindを身につけ，実践できる。 
 
（２） 行動目標（ＳＢＯS） 

 コアカリキュラムに基づき下記の行動目標を立てる。 

１） 公衆衛生学，環境医学，疫学に関する知識を習得する。 

公衆衛生学分野の対人保健サ－ビスに関する事項を，予防医学の視点から総合的に

学ぶ。さらに，保健，医療，福祉の連携を学ぶ。具体的な項目は下記のとおりであ

る。 
 公衆衛生学の歴史と業績，新しい保健学，地域医療学，保健統計の主要指標，衛

生行政，生活習慣病予防，健康増進，母子保健，学校保健，老人保健，精神保健， 
産業保健，感染症，国際保健，エイズ，難病，医療対策，医療費，医療保障，保健

関連法規，介護保険，疫学の手法，Evidence-based Medicine，環境医学，健康危機 
管理，医療事故，医療情報の活用，診療ガイドライン。 
２） 公衆衛生に必要な技能を修得する。 

 EBM（Evidence-based Medicine）に対応できる資料収集及び判断能力を育成す
る。地域医療の問題点について当事者の話を聞き，意見交換をする。 
医療廃棄物処理の見学など医療に関する環境問題について実習を行う。 
３） 医師としての態度を身につける。（６年次実習） 

 対人保健サ－ビスの現場において，住民の立場に立って対応できる態度を身につ

けるために，主に，地域医療の一線で自分たちの立てた実習目標と計画に沿って実

習をし，報告会及び実習レポ－トを作成する。 
 
（３） 試験，評価方法 

・ 試験受験資格の出席の最低ラインは講義の 2/3以上とする。 
・ ミニテストはその日の講義の確認を目的として講義の最後に実施（出欠票とな

る）。 
・ 確認テストを系統講義の後に行い，評価の対象とする。 
・ 最終試験形式は筆記及び面接とする。 
・ 総括評価は最終試験と実習レポ－トを中心に，確認テスト，討論会の発言状況

を加味して行う。 



Ⅲ ⅢⅢⅢ
. ...
臨

床
実

習
各

科
臨

床
実

習
各

科
臨

床
実

習
各

科
臨

床
実

習
各

科
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
表 表表表

　
（

　
（

　
（

　
（

案 案案案
） ）））

Ｇ
週

１
２

３
４

５
６

７
８

９
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

ａ
県

中
地

域
血

救
ｂ

地
域

県
中

液
急

ａ
県

中
地

域
血

救
ｂ

地
域

県
中

液
急

ａ
県

中
地

域
血

救

ｂ
地

域
県

中
液

急

ａ
県

中
地

域
血

救
ｂ

地
域

県
中

液
急

ａ
血

救
県

中
地

域

ｂ
液

急
地

域
県

中

ａ
県

中
地

域
血

救

ｂ
地

域
県

中
液

急

ａ
血

救
県

中
地

域

ｂ
液

急
地

域
県

中

ａ
血

救
県

中
地

域

ｂ
液

急
地

域
県

中

ａ
血

救
県

中
地

域

ｂ
液

急
地

域
県

中

ａ
血

救
県

中
地

域

ｂ
液

急
地

域
県

中

ａ
血

救
県

中
地

域

ｂ
液

急
地

域
県

中

ａ
血

救
県

中
地

域

ｂ
液

急
地

域
県

中

ａ
県

中
地

域
血

救

ｂ
地

域
県

中
液

急

ａ
血

救
県

中
地

域

ｂ
液

急
地

域
県

中

ａ
県

中
地

域
血

救

ｂ
地

域
県

中
液

急

ａ
県

中
地

域
血

救

ｂ
地

域
県

中
液

急

ａ
県

中
地

域
血

救

ｂ
地

域
県

中
液

急

ａ
県

中
地

域
血

救

ｂ
地

域
県

中
液

急

資 料 11

耳
鼻

１
外

２
外

皮
膚

内
２

整
１

外
放

検 ・ 病

眼
科

精
１

外
２

外
耳

鼻
１

内
１

麻
神

内
整

小
泌

産
脳

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）
放

検 ・ 病
内

２
内

３

２
外

１
外

内
１

麻
神

内
精

泌
小

皮
膚

耳
鼻

産
脳

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）
皮

膚
内

２
整

内
３

放
検 ・ 病

麻
神

内
１

外
２

外
耳

鼻
内

１
皮

膚
精

内
２

整
小

内
３

泌

耳
鼻

２
外

１
外

内
１

麻
神

内
精

産
脳

泌
小

整
内

３
産

脳
放

検 ・ 病
皮

膚
内

２

内
１

麻
神

内
産

皮
膚

内
２

泌
小

（
口

腔
外

科
含

）
精

泌

精
内

３

小
内

３
麻

神
内

脳

１
外

放
検 ・ 病

脳
２

外
耳

鼻
内

１
産

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）
産

脳
皮

膚
内

２
内

３
麻

神
内

２
外

耳
鼻

２
外

１
外

産
脳

皮
膚

内
２

整

内
１

精
泌

小
耳

鼻

内
１

麻

泌
眼

科

（
口

腔
外

科
含

）

神
内

精
泌

小
内

３

内
３

産
脳

皮
膚

内
２

整

内
３

神
内

小
耳

鼻
内

１
麻

内
１

麻
皮

膚
内

２
耳

鼻
小

放
検 ・ 病

神
内

２
外

精
１

外

精
泌

２
外

１
外

皮
膚

内
２

整
泌

小
内

３
産

神
内

精
１

外
２

外

泌

耳
鼻

内
１

麻

２
外

１
外

内
１

麻
神

内
内

２
整

精
放

検 ・ 病
内

３
産

脳
皮

膚

産
脳

皮
膚

精
泌

小
内

１
麻

神
内

１
外

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）
放

検 ・ 病
２

外
耳

鼻

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）
１

外
内

１
耳

鼻
２

外
脳

皮
膚

内
２

神
内

麻
整

内
３

産
耳

鼻
内

１
内

２
整

１
外

脳
眼

科

（
口

腔
外

科
含

）
麻

神
内

精
放

検 ・ 病
皮

膚

神
内

精
泌

小
内

３
産

脳
内

１

２
外

内
２

麻
整

耳
鼻

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）
放

検 ・ 病

脳
精

泌
小

内
１

麻
神

内

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）

神
内

内
３

産

産
脳

小

整 精
泌

泌
小

内
３

脳整

放

耳
鼻

内
１

麻

精
泌

小

脳
眼

科

（
口

腔
外

科
含

）

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）

検 ・ 病

放
検 ・ 病

産

小

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）

耳
鼻

皮
膚

内
２

整

皮
膚

内
２

整

放
検 ・ 病

放
検 ・ 病

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）

整

放
検 ・ 病

放
検 ・ 病

内
３

１
外

内
３

１
外

２
外

２
外

放
検 ・ 病

内
２

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）

産

２
外

１
外

皮
膚

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）

放
検 ・ 病

眼
科

（
口

腔
外

科
含

）

整

耳
鼻

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1
0

1
1

1
2

1
7

1
8

1
3

1
4

1
5

1
6


	(yamanashi)_(0911i)_syushi.pdf
	a 　収容定員変更の内容
	ｂ　収容定員変更の必要性
	ｃ　収容定員変更に伴う教育課程等の変更内容
	資料１
	資料２
	資料３
	資料４
	資料５
	資料６
	資料７
	資料８
	資料９
	資料１０
	資料１１


